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要   旨：    

領  域： インスリン抵抗性および慢性の軽度炎症は、２型糖尿病の顕著な特徴である。 

      自然免疫の｢NOD様受容体パイリン ドメイン含有-3｣(NLRP3) インフラソ

ーム成分は、食事および遺伝の要因によって調節される代謝性ストレスセンサ

ーである。 

      この研究の目的は、グルコース恒常性に対する 2種類の食事、地中海および

低脂肪の 3年間摂取の影響を、CORDIOPREV研究の冠状動脈性心疾患の患者

1002人で、NLRP3インフラソームの遺伝的変異体に従って評価することであ

った。 

 

方法と結果： 地中海食事と低脂肪食事によるランダム化食事介入、CORDIOPREV研究

の枠組みで、研究を実施した。 

      インフラソームNLRP3に位置する単一ヌクレオチド多型を、OpenArray  

プラットホームで遺伝子型を同定した。 

       非糖尿病性の rs4612666 SNPのCT+TTキャリアおよび rs10733113 SNS

のAG+AAキャリアは食事介入の 3年後にインスリン感受性指数を高めたが、

糖尿病の患者では影響がみられなかった。 

      非糖尿病性の rs10733113 AG+AAキャリアでインスリン感受性指数の改善

は地中海食事の摂取に特有であると、食事によるさらなる分析で示された。 

 

結  論： 非２型糖尿病患者のグルコース恒常性に関して、地中海食事と関連する効能

はインフラソームの遺伝的変異によって決まると、我々の結果が示している。 
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